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主な内容 　コロナ禍における原油価格・物価高騰対策事業　
●原油価格・物価高騰対策支援（障害福祉サービス提供事業所）
    　 （介護保険指定事業所）
    　 （児童福祉施設等）
    　 （農業者等）
    　 （漁業者等）
    　 （運輸事業者）
    　 （中小企業）
●いわて子育て世帯臨時特別支援金給付事業
●おおふなと子育て世帯臨時特別支援金給付事業
●給食用食材に係る賄材料費 　 （認定こども園）
    　 （共同調理場）
    　 （北部給食センター）

800千円
1,700千円
5,200千円
10,000千円
29,692千円
25,000千円
68,000千円
51,688千円
34,000千円
600千円
3,700千円
5,900千円

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日

か
ら
27
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会

計
の
各
決
算
を
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

 
ま
た
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
、
議
案
13
件
を
可
決
・
同
意
決
定
し
ま
し

た
。
な
お
提
出
さ
れ
た
請
願
１
件
を
審
査
し
、

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

令和３年度一般会計・特別会計・
　　　　　   公営企業会計決算を認定
令和３年度一般会計・特別会計・
　　　　　   公営企業会計決算を認定

　
大
船
渡
市
議
会
議
員
及
び
大
船
渡

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用

自
動
車
の
使
用
並
び
に
ビ
ラ
及
び
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

大
船
渡
市
消
防
団
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
大
船
渡
市
へ
い
獣
埋
却
場
設
置
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
大
船
渡
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
し
、
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

 

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員

定
数
改
善
・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

率
の
引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め
の
請

願
に
つ
い
て

　
　
委
員
会
及
び
本
会
議
で
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
主
な
議
案

同
意
決
定

請
　
願

第3回定例会令和4年

大
船
渡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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令和 3年度
          大船渡市一般会計の決算状況
令和 3年度
          大船渡市一般会計の決算状況

令和３年度の決算状況
区　　　　分

区　　　　分 収益的収支※1（税抜き） 資本的収支※2（税込み）

歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額
一 般 会 計

特 
別 

会 

計

公
営
企
業
会
計

魚市場事業特別会計
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
介護保険特別会計（保険事業勘定）
後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（診療施設勘定）

小　計
合　計

241億5,781万円

338億1,315万円

231億8,844万円

326億1,917万円

9億6,937万円

11億9,398万円

2億5,029万円 2億5,029万円

純損益総収益 総費用 収　入 支　出

簡易水道事業会計
下水道事業会計

3億2,181万円
8億7,736万円

3億6,092万円
9億6,913万円

1億5,551万円
15億6,732万円

2億4,244万円
17億7,487万円

△3,911万円
△9,176万円

※1　収益的収支＝事業を運営するための収益と費用
※2　資本的収支＝施設を整備するための財源と費用

0万円
1,628万円 1,190万円 438万円

43億7,022万円 42億6,165万円 1億857万円
4億6,947万円 4億6,564万円 383万円
43億551万円 42億17万円 1億534万円
2億4,357万円 2億4,108万円
96億5,534万円 94億3,073万円 2億2,461万円

249万円

水道事業会計 7億9,475万円 7億3,710万円 4億9,487万円 8億1,284万円 5,765万円

20
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全員協議会 令和４年
8月2日開催

市長招集による市議会全員協議会が開かれ、綾里簡易水道
の施設整備について、市当局からその内容が示されました。

　綾里簡易水道は、昭和36年に創設し、綾里川取水堰
から取水していましたが、平成4年3月に綾里川ダムから
直接取水する方式での事業変更認可を取得して施設の
整備を行ってきました。
　平成12年7月の綾里川ダムの竣工により直接取水を開
始したところ、程なくして、ダム水に含まれるマンガンや
藻類に起因する膜ろ過設備の閉塞障害が頻発したことか
ら、岩手県に報告の上、直接取水を中止し、以前使用して
いた綾里川ダム下流部の取水堰から取水する方式に戻し
ました。
　岩手県においては、平成16年度以降、曝気装置や高濃
度酸素熔解装置を用いるなどマンガン濃度の低減を試
みたものの膜閉塞の解消には至らず、平成30年3月、膜
閉塞の原因物質であるマンガン除去や今後発生が見込
まれる臭気除去を目的とした浄水施設整備計画を策定
し、令和元年度にマンガン砂ろ過設備が完成しました。
　マンガン砂ろ過設備の完成以降、現在までに膜ろ過設
備が閉塞する障害は発生していませんが、事業の認可は、
ダムからの直接取水が条件となっているため、凝集沈殿
設備及び活性炭設備については、整備する必要がありま
した。しかし、現在も綾里川ダム下流の取水堰から取水す
る方式を継続しているものの、これまで水質の異常は認め
られなかったことから、次の①、②の方針に基づき上記2

設備の整備を実施しないこととし、改めて事業変更認可
申請を行うことで県から令和元年12月に内諾を得ました。
①ダムからの直接取水方式を取りやめ、現在行っている
取水方式に変更する。
②渇水期の水量不足が懸念されるため、取水堰を改修す
る。
　しかしながら、令和3年度、変更認可申請を行うべく、コ
ンサルタントに当該申請書作成業務を委託し、資料の作
成過程において、原水の水質検査を複数回実施したとこ
ろ「臭気」が初めて検出されたことから、令和3年12月に
県に報告の上、対応策に係る意見を求めた結果、活性炭
設備の整備が必要不可欠であるとの見解が示されました。

本年度は設計や用地買収を進め、来年度から取水堰改修工事、
6年度から活性炭設備の新設工事、7年度内の完成を目指す。

事業内容

用地測量

用地買収
取水堰改修工事
活性炭設備新設工事

造成：測量設計
活性炭設備：詳細設計

綾里簡易水道事業
認可変更

令和4年度

正式申請

令和5年度 令和6年度 令和7年度
12月～3月8月～11月4月～7月10月～3月9月 4月～3月 4月～3月

　現在、原水に「臭気」が検出
されることがあっても、浄水か
ら「臭気」が検出されたことは
なく、水道法に基づく水質基準
には適合しているとのこと。し
かし、今後、ダム放流水の水質
の悪化が進み、浄水から「臭
気」が検出された場合には、改
善されるまで給水できなくなる
ことから、活性炭設備の整備が
必要不可欠と考え、同設備の
整備を早急に進めるものです。

総事業費は5億6,000万円程度を見込み、取水堰改修工事が約１億320万円で
活性炭設備新築工事が約４億3,780万円。完成後の年間維持費用は、約1,200万円。○現在の認可計画（平成29年度）

○現在の浄水状況

○変更認可計画

綾里川ダム水源
（原水：ダム水）本設水源 凝集沈殿設備 活性炭設備 膜ろ過設備 配水池マンガン砂

ろ過設備

本設水源 綾里川水源
（原水：表流水） マンガン砂ろ過設備 膜ろ過設備 配水池活性炭設備

臨時水源 綾里川水源
（原水：表流水） 膜ろ過設備 配水池マンガン砂

ろ過設備

浄水処理フローシート

スケジュール
（予定）
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一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
力
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
。「
お
ら
ど
の
町
の
大
選
手
」、
地
元
の

選
手
を
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
こ
と
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
こ
の
大
船
渡
ア
ス
リ
ー
ト
応
援
団
事
業

の
目
的
と
事
業
内
容
、現
在
の
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
大
船
渡
ア
ス
リ
ー
ト
応
援
団
は
当

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
を
基
軸
と

し
た
交
流
の
促
進
な
ど
、
各
般
の
活
性
化
に

も
資
す
る
重
要
な
人
材
で
あ
る
、
当
市
ゆ
か

り
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
つ
な
が
り
を
着
実
に

育
み
つ
つ
、
当
該
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
願

い
、
市
民
あ
げ
て
応
援
す
る
と
と
も
に
、
活

躍
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
感
動
に
対
し
、
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
よ
う
と
令
和
３
年
10

月
に
設
置
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
主
要
関
係
団
体
は
も
と
よ

り
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
主
な
活
躍
の
場
と
な
る

首
都
圏
で
の
取
組
強
化
も
見
据
え
、
首
都
圏

さ
ん
り
く
大
船
渡
人
会
に
も
参
画
い
た
だ
き

体
制
を
整
え
た
。

　
応
援
団
の
取
組
は
、
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー

ト
の
応
援
活
動
は
も
と
よ
り
、
応
援
を
展
開

す
る
に
当
た
っ
て
の
情
報
の
収
集
と
拡
散
・

提
供
に
加
え
、
応
援
を
契
機
と
し
た
ア
ス

リ
ー
ト
や
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
を

中
心
と
し
て
い
る
。

　
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
当
面
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

中
心
で
、
応
援
団
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ

り
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
佐
々
木
朗

希
投
手
に
関
す
る
も
の
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
、
各
種
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
発

信
し
て
い
る
。

 

市
長

答 質 

問

渡 

辺  

　
徹 

議
員

わ
た
な
べ 　
　

  

と
お
る

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

大
船
渡
ア
ス
リ
ー
ト
応
援
団
の
取
組
に
つ
い
て

当
市
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
市
民
あ
げ
て
応
援
す
る

質 

問
答 

弁

～  こ こ が 聞 き た い  ～
市政課題で活発な論戦

令和４年市議会第３回定例会の一般質問は、９月14・15日の２日間行われ、
10人の議員が登壇し、市政全般にわたり、活発な議論が交わされました。

その要旨を質問順に紹介します。
※実際の登壇質問と再質問時は、マスクを着用しております。

　議場での一般質問の様子を撮影した「録画映像」をご覧になれます。
　一般質問を行った各議員の欄にＱＲコードを掲載していますので、スマートフォンなどでの
読み取り、アクセスにご活用ください。

※Wi-Fi環境下での「録画映像」のご視聴をお勧めしております。
　Wi-Fi環境のない場所でご視聴する際は、通信料にご注意ください。

い っ ぱ ん 質 問

大船渡市営球場
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一
　
般
　
質
　
問

末崎地区公民館

行
政
か
ら
地
区
運
営
組
織
へ
の
補
助
金
の
考
え
方
は

1
年
間
に
50
万
円
を
上
限
と
す
る
地
区
補
助
金
を
創
設

質 

問
答 

弁

             

地
区
運
営
組
織
は
、
検
討
す
る
に

当
た
っ
て
は
行
政
と
地
区
と
の
接
点
の
考
え

方
が
重
要
で
あ
る
が
、
行
政
か
ら
地
区
運
営

組
織
へ
の
交
付
金
・
補
助
金
を
含
め
た
接
点

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
持
続
可
能
な
地
区
づ
く
り
に
向
け

て
、地
区
課
題
の
解
決
な
ど
共
通
し
た
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、地
区
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
、分
担
し
な
が
ら
対
等
の
立
場
で

協
働
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。財
源
に
関
し

て
、1
地
区・1
年
度
当
た
り
50
万
円
を
上
限

と
す
る「
地
区
づ
く
り
補
助
金
」の
仕
組
み
を

整
え
て
い
る
。市
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る

諸
状
況
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
、適
時
適

切
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
今
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目

指
す
取
組
と
し
て
「
地
域
力
推
進
」
が
テ
ー

マ
と
考
え
る
が
、
行
政
へ
の
市
民
参
加
の
視

点
、
住
民
自
治
、
行
政
の
地
域
へ
の
関
わ
り

と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
市
は
、住
民
参
画
の
促
進
や
住
民

自
治
の
確
立
を
図
る
上
で
有
効
な
地
区
づ
く

り
計
画
策
定
や
、地
区
運
営
組
織
の
設
立
に

係
る
各
地
区
の
取
組
や
、同
組
織
が
設
立
さ

れ
た
後
に
お
い
て
も
地
区
に
寄
り
添
う
伴
走

型
支
援
を
継
続
し
な
が
ら「
地
域
力
」の
向
上
、

ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
地
区
形
成
に
向
け
て
、

関
係
す
る
各
般
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す

る
。

質 

問

10
・
20
代
女
性
の
転
出
割
合
が
高
い
水
準
だ
が

第
５
次
行
動
計
画
に
具
体
的
取
組
を
掲
げ
改
善
を
図
る

　
　
　
　
国
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
成
果
目
標
の
一
つ
が
、
10
・
20
代
女

性
の
転
出
超
過
者
数
の
割
合
で
あ
る
。県
２
・

16
％
に
対
し
、
当
市
は
６
・
33
％
と
高
い
水

準
で
あ
る
。
こ
の
要
因
と
、
そ
の
打
開
策
は
。

　
　
　
　
若
い
世
代
の
女
性
の
転
出
が
多
い

状
況
は
人
口
減
少
加
速
化
の
要
因
の
一
つ
。

子
育
て
支
援
は
も
と
よ
り
、
大
学
な
ど
で
学

ん
だ
知
識
を
発
揮
で
き
る
職
場
の
拡
大
な
ど
、

雇
用
面
で
の
取
組
の
ほ
か
、
固
定
的
役
割
分

担
意
識
の
払
拭
な
ど
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
」
の
改
善
の
視
点
が
重
要
。
現
在

策
定
中
の
男
女
共
同
参
画
第
５
次
行
動
計
画

に
お
い
て
、
具
体
的
取
組
を
掲
げ
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
当
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
だ
が
、
防

災
行
政
無
線
情
報
の
聞
き
逃
し
・
難
聴
地
域

の
補
完
と
す
る
べ
く
、
日
常
生
活
に
直
結
す

る
内
容
を
発
信
し
、
住
民
が
得
た
い
情
報
を

選
択
で
き
る
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
機
能
を
備
え

る
な
ど
し
、
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の

実
現
の
観
点
か
ら
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
効
果
的
な
活
用
が
市
の
広
聴
広
報
活
動

の
重
要
な
課
題
の
一
つ
。

　
市
が
任
命
し
た
デ
ジ
タ
ル
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
助
言
を
も
と
に
、
セ
グ
メ
ン
ト
配
信

な
ど
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
情
報
共
有
が
で
き
る

よ
う
、
改
善
を
図
り
た
い
。

質 

問
質 

問 部
長

答

部
長

答

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て

質 

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
指
す
所
は

質 

問
答 

弁

佐 

藤 

優 

子 

議
員

さ
と
う　

  

ゆ
う
こ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

伊 

藤 

力 

也 

議
員

い
と
う　

  

り
き
や

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

国の令和4年度の白書

部
長

答

部
長

答
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一
　
般
　
質
　
問

扇
洞
漁
港
の
改
良
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
震
災
後
11
年
を
経
過
し
て
も
流
失

し
て
し
ま
っ
た
砂
は
戻
ら
ず
、
す
っ
か
り
面

影
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
吉
浜
海
岸
だ
が
、

来
年
度
の
「
県
予
算
へ
の
要
望
」
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
要
望
が
、
県
の
ほ
う
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
可
能
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
吉
浜
海
岸
は
、
多
量
の
砂
が
流
失

し
、
海
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
瓦
礫
等
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
海
水
浴
場
の
開
設
を

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
吉
浜
海
岸
の
海
中
状

況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
管
理
者
で

あ
る
岩
手
県
と
復
旧
に
向
け
た
協
議
を
進
め

て
い
る
。
県
の
担
当
部
局
か
ら
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
「
次
年
度
予
算
に
関
す
る
こ
と
で
あ

り
、
今
後
の
調
整
が
必
要
と
な
る
も
の
の
、

安
全
な
遊
泳
が
可
能
な
環
境
整
備
に
つ
い
て

当
市
と
協
力
し
な
が
ら
検
証
を
進
め
る
方
針

で
あ
る
。
」
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
扇
洞
漁
港
は
、
時
化
に
な
る
と
船

の
引
き
揚
げ
場
所
に
波
が
押
し
寄
せ
る
こ
と

か
ら
、
漁
民
は
高
台
移
動
で
難
儀
を
し
て
い

る
。
整
備
の
要
望
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の

要
望
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国

庫
補
助
事
業
の
採
択
が
必
要
と
な
る
が
、
事

業
採
択
は
難
し
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

部
長

答 質 

問

部
長

答 質 

問

「
吉
浜
海
岸
復
旧
の
県
要
望
」の
実
現
の
可
能
性
は

「
市
と
協
力
し
て
検
証
を
進
め
る
方
針
」と
伺
っ
て
い
る

質 

問
答 

弁

熊 

谷 

昭 

浩 

議
員

く
ま
が
い　

あ
き
ひ
ろ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
戸
田
市
長
は
震
災
か
ら
の
早
期
復

旧
、
復
興
、
復
興
後
の
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
当
市
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
働
い
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
12
年
間
の
実
績
は
大
い
に

評
価
で
き
る
。
３
期
12
年
の
地
域
経
済
活
性

化
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
就
任
の
３
カ
月
後
に
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
未
曽
有
の
被
害
を
受
け
た
が
、
多

く
の
ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

ん
で
き
た
中
で
、
復
興
終
了
後
の
市
内
経
済

が
震
災
前
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
軟
着
陸
し
な

け
れ
ば
、
復
興
は
失
敗
と
の
強
い
決
意
の
下
、

復
興
計
画
を
推
進
し
な
が
ら
、
地
域
産
業
の

更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
、
特
に
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
起
業
支
援
、
企
業

誘
致
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
、

民
間
資
本
に
よ
る
市
内
初
の
大
規
模
太
陽
光

発
電
所
の
誘
致
に
成
功
し
、
起
業
支
援
に
つ

い
て
は
、
起
業
支
援
室
を
設
置
し
、
未
来
創

造
塾
や
な
り
わ
い
未
来
塾
の
開
催
な
ど
を
通

じ
、
市
内
に
多
く
の
起
業
者
を
生
む
素
地
が

築
か
れ
た
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
ト
マ
ト
栽
培
施
設
、
夏
イ
チ
ゴ
栽
培
施
設

が
稼
働
す
る
な
ど
新
た
な
産
業
振
興
と
地
元

雇
用
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
加

え
、
震
災
復
興
に
か
け
る
市
内
企
業
の
た
ゆ

み
な
い
努
力
は
も
と
よ
り
、
女
性
の
社
会
進

出
や
高
齢
者
の
雇
用
拡
大
な
ど
も
功
を
奏
し
、

市
内
経
済
の
活
性
化
が
大
き
く
進
展
し
た
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

市
長

答 質 

問

戸
田
市
政
３
期
12
年
の
地
域
経
済
活
性
化
の
成
果
は

市
内
経
済
の
活
性
化
が
大
き
く
進
展
し
た
と
捉
え
る

質 

問
答 

弁

東 　

 

堅 

市 

議
員

あ
ず
ま　
　
　
け
ん
い
ち

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

市内一望

復旧が待たれる吉浜海水浴場
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今 

野 

善 

信 

議
員

こ
ん
の　

  

よ
し
の
ぶ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
若
者
の
地
元
定
着
は
当
市
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。県
内
に
お
い
て
は
官

民
一体
と
な
っ
た
後
押
し
が一定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、こ
の
春
卒
業
し

た
高
校
生
で
県
内
に
就
職
し
た
割
合
は
過
去

最
高
の
74・１
％
と
な
っ
て
い
る
。若
者
を
後
押

し
す
る
当
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
気
仙
管
内
新
規
高
卒
者
の
管
内
就

職
者
数
の
割
合
は
、
50
％
半
ば
か
ら
60
％
前

半
で
推
移
し
て
い
る
。
当
市
は
、
若
者
の
地

元
定
着
を
促
す
取
組
と
し
て
、
新
規
学
卒
者

等
就
職
奨
励
金
や
移
住
支
援
金
な
ど
の
各
種

支
援
制
度
の
ほ
か
、
仕
事
内
容
や
職
場
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す

る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
就
職
相

談
会
や
高
校
生
が
地
元
企
業
か
ら
学
ぶ
講
座

の
実
施
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

 

若
者
へ
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て
、

県
で
は
、
団
地
の
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
な

ど
を
条
件
に
県
営
住
宅
を
比
較
的
安
い
家
賃

で
提
供
し
て
い
る
。
当
市
、
市
営
住
宅
で
募

集
で
き
る
部
屋
は
約
20
戸
と
な
っ
て
お
り
、

需
要
が
依
然
高
い
こ
と
か
ら
、
県
と
同
様
の

支
援
策
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
現
状
の
推
移
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
、昨
年
度
過
去

最
高
の
３
３
２
３
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
達
し
、着
実
に
増

加
傾
向
に
あ
る
。課
題
と
し
て
は
、県
外
の
港

を
利
用
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
大
船
渡

港
に
取
り
込
む
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
長

答
部
長

答

部
長

答

質 

問

質 
問

若
者
の
地
元
志
向
や
定
住
を
後
押
し
す
る
取
組
に
つ
い
て

各
種
支
援
制
度
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
事
業
を
展
開

大
船
渡
港
国
際
貿
易
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い
て

　
　
　
　
財
政
計
画
で
は
、震
災
前
の
１
８
０

億
円
台
の
予
算
規
模
を
目
指
し
て
い
る
が
、来

年
度
予
算
に
お
け
る
施
策
基
本
事
務
評
価
を

通
じ
た
事
務
事
業
の
削
減
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　
当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
政
評

価
を
始
め
、
行
政
改
革
、
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
不
断
に
取
り
組
み
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
行
政
の
推
進
に
努
め
て
き
た
。

　
市
の
行
財
政
運
営
上
の
喫
緊
の
課
題
は
、

人
口
減
少
下
に
お
け
る
持
続
可
能
な
執
行
体

制
を
確
立
し
、
施
策
や
事
業
の
「
選
択
と
集

中
」
の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠

と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
般
、
自
治
体
規

模
に
見
合
っ
た
行
財
政
執
行
体
制
の
確
立
を

見
据
え
、
限
ら
れ
た
行
政
経
営
資
源
、
い
わ

ゆ
る
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
に
立
脚
し
た

政
策
決
定
や
事
業
選
択
を
行
う
た
め
、「（
仮

称
）令
和
５
年
度
大
船
渡
市
行
政
経
営
方
針
」

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
方
針
の
下
、

行
政
評
価
、
行
政
改
革
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
改
善
改
革
な
ど
の
成
果
を
基
に
、
経
営

の
観
点
か
ら
事
務
事
業
の
効
果
や
意
義
を
厳

し
く
精
査
す
る
一
方
、
事
務
事
業
の
縮
小
や

削
減
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
施
策
の
重
点
化
を
図
り
、
総
合

計
画
実
施
計
画
や
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
人
口
減

少
下
に
お
け
る
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の

執
行
体
制
の
確
立
に
向
け
、
全
庁
を
挙
げ
て

取
り
組
む
。

 

市
長

答 質 

問

質 

問
答 

弁

事
務
事
業
の
削
減
方
針
は

当
初
予
算
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
　
　

質 

問
答 

弁

平 

山
　  

仁 

議
員

ひ
ら
や
ま　
　

  　

じ
ん

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

大船渡東高等学校

大船渡市役所

一
　
般
　
質
　
問
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一
　
般
　
質
　
問

山 

本 

和 

義 

議
員

や
ま
も
と　

か
ず
よ
し

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
海
洋
環
境
の
変
化
や
水
産
資
源
の

減
少
で
、
サ
ン
マ
、
サ
ケ
、
イ
カ
な
ど
の
主

要
魚
種
の
記
録
的
不
漁
等
に
よ
り
漁
業
経
営

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
当
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
を
守
る
た
め
に
も

支
援
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
不
漁
等

に
よ
る
損
失
の
軽
減
を
図
る
漁
業
共
済
加
入

の
促
進
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
に
は
、

ワ
カ
メ
共
済
掛
金
、
ホ
タ
テ
共
済
掛
金
、
カ

キ
共
済
掛
金
及
び
イ
カ
共
済
掛
金
に
補
助
金

が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
カ
釣
り
以
外
の

漁
船
漁
業
者
の
漁
獲
漁
業
共
済
に
も
補
助
す

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
当
市
の
漁
業
は
、
海
洋
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
主
要
魚
種
の
記
録
的
な
不

漁
に
見
舞
わ
れ
て
、
漁
船
漁
業
や
定
置
網
を

営
む
漁
業
協
同
組
合
な
ど
の
経
営
は
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
漁
業
共

済
は
、
不
漁
や
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
不
慮

の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
た
場
合
に
損

失
を
補
填
す
る
制
度
で
、
当
市
も
、
ワ
カ
メ

や
ホ
タ
テ
、
カ
キ
養
殖
業
や
、
イ
カ
釣
り
を

主
な
目
的
に
漁
船
漁
業
を
営
ん
で
い
る
共
済

加
入
者
に
10
％
か
ら
20
％
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
漁
獲
共
済
に
加
入
す
る
市
内
漁
船
漁
業

者
32
名
の
う
ち
、
12
名
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。
イ
カ
釣
り
を
目
的
と
し
な
い
漁
獲

共
済
の
加
入
者
に
は
国
の
漁
業
収
入
安
定
対

策
事
業
を
活
用
し
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
は
対
象
種
目
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

漁
業
共
済
掛
金
補
助
事
業
の
拡
充
を

国
の
手
厚
い
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

質 

問
答 

弁
質 

問

滝 

田 

松 

男 

議
員

た
き
た　

   

ま
つ
お

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

補聴器

漁　船

部
長

答

　
　
　
　
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
難

聴
者
の
増
加
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
り
、

全
国
の
地
方
議
会
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
は
ま
だ
少
数
だ
が
、
県
内
で
は
遠
野

市
と
当
市
で
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
先
進
地

と
し
て
の
報
道
も
あ
る
。

　
軽
度
難
聴
者
支
援
事
業
の
概
要
、
周
知
、

市
民
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
給
付
対
象
者
は
、
実
際
に
は
、
中
等
度
の

難
聴
者
に
な
っ
て
い
る
が
、
軽
度
（
聴
力
レ

ベ
ル
25 

dB
以
上
）
の
難
聴
者
ま
で
拡
大
す
べ

き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
　
軽
度
難
聴
者
支
援
事
業
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
対
象
外
で
、
日
常
会
話
が
聞

き
取
り
に
く
く
意
思
疎
通
に
支
障
の
あ
る
50

 

dB
以
上
の
方
を
軽
度
難
聴
者
と
定
め
、
か

つ
、
治
療
に
よ
り
聴
力
改
善
が
見
込
め
な
い

方
に
、
平
成
13
年
度
か
ら
市
単
独
事
業
で
実

施
し
て
い
る
。

　
申
請
時
に
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
の
聴
力
測
定

や
医
師
意
見
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

　
支
援
内
容
は
、
４
万
円
程
度
の
高
度
難
聴

用
ポ
ケ
ッ
ト
型
、
耳
か
け
型
の
補
聴
器
い
ず

れ
か
の
取
得
を
支
援
し
て
い
る
。

　
周
知
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
、
医
師
や

補
聴
器
取
扱
業
者
を
介
し
て
行
い
、
毎
年
５

名
程
度
に
給
付
し
て
い
る
。

　
　
　
　
よ
り
軽
度
の
難
聴
で
あ
る
25 

dB
か

ら
50 

dB
程
度
の
方
は
、
日
常
生
活
に
支
障
が

少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
対
象
と
し
て
い

な
い
が
、
給
付
対
象
拡
大
は
、
全
国
市
長
会

の
関
係
省
庁
へ
の
提
言
、
岩
手
県
議
会
で
の

請
願
採
択
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

補
聴
器
補
助
制
度
の
概
要
は
。
助
成
対
象
者
拡
大
を

軽
度
難
聴
者
支
援
事
業
で
、
補
聴
器
取
得
を
支
援

質 

問
答 

弁
質 

問市
長

答

部
長

答
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デ
ジ
タ
ル
活
用
で
地
域
課
題
の
解
決
を

国
の
方
針
に
合
わ
せ
て
各
種
取
組
を
推
進
す
る
方
針

           

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
つ
い
て
、
市
民

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
を
前
提
に
、
幸

福
度
を
上
げ
る
官
民
連
携
の
「
共
助
」
の
取

組
に
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
当
市
の
企
画
の
目
的
と
そ
の
活

用
の
将
来
像
を
伺
う
。

　
　
　
　
目
的
は
、官
民
の
連
携
し
た
取
組

を
通
じ
て
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
、当
市
の
課
題
解

決
や
魅
力
向
上
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、デ

ジ
タ
ル
社
会
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
市
内

全
体
の
意
識
醸
成
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、将
来

像
に
つ
い
て
は
、国
の
方
針
に
歩
調
を
合
わ
せ
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
係
る
各
種

取
組
を
推
進
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　
今
後
空
き
家
に
係
る
新
た
な
法
律

が
施
行
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
自
治
体
に

空
き
家
の
返
還
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。

空
き
家
の
課
題
解
決
の
中
で
、
伝
統
的
な
気

仙
大
工
の
工
法
の
民
家
が
空
き
家
に
な
っ
た

場
合
、
大
船
渡
市
の
観
光
事
業
等
へ
の
再
活

用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
伺
う
。

　
　
　
　
大
船
渡
市
空
き
家
等
対
策
計
画
に

お
い
て
も
、
古
民
家
の
再
利
用
は
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、
自
治
体
や
民

間
事
業
者
を
対
象
に
古
民
家
な
ど
歴
史
的
資

源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
気
仙
大
工
に
よ
る
古

民
家
は
、
観
光
資
源
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、

有
効
な
活
用
策
を
検
討
す
る
。

質 

問
質 

問 市
長

答

部
長

答

気
仙
大
工
工
法
の
民
家
を

　
　
　 

観
光
事
業
等
へ
再
生
活
用

タブレット・スマートフォン

質 

問
答 

弁
 

森
　 

　
操  

議
員

も
り
　  

　  

み
さ
お

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

一
　
般
　
質
　
問

　８月 8 日、住田町のホテルグリーンベル高勘を会場に令和
4 年度気仙地区議会国際リニアコライダー誘致推進議員連盟
総会が開催されました。
　総会では、昨年度の事業報告及び令和 4 年度の事業計画等
が全会一致で承認されました。

　８月８日、第57回気仙地区議会議員協議会総会
が住田町において、２市１町の議員が一堂に会し
開催されました。総会では、各議会から提出され
た要望項目等11件について、全て可決されまし
た。
　提出された主な要望項目として、２市１町の共
通項目の「国際リニアコライダーの誘致実現」や
「近年の海洋環境変化等に伴う深刻な漁業被害の
原因究明と抜本的な対策及び東京電力福島第一原
子力発電所ALPS処理水の海洋放出について」など
３件、大船渡市議会からは「気仙地域と東北横断
自動車道を結ぶ国道107号の改良整備の推進など

について」と「主要地方道大船渡綾里三陸線及び
大船渡広田陸前高田線の改良整備について」の2件
が盛り込まれています。
　可決された要望項目は、岩手県等の関係機関に
対し、11月予定で要望行動を行います。
　総会後に開かれた研修会では、岩手県理事（岩
手県ILC推進局）の大平尚氏を講師に「ILC計画の
現状について」の講話をいただきました。ILC誘致
が生み出す「価値」と「未来」の可能性について
再認識し、早期実現に向けて、更なる誘致活動の
必要性を共有しました。

気仙地区議会議員協議会総会

気仙地区議会ILC誘致推進議員連盟総会
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議 会 の う ご き
３常任委員会で所管事務調査開始！！

所管事務調査とは！
　所管事務調査は市から提案された予算案や条例案などの議案を審査するのとは違い、常任委員会が
所管する事務について自主的にテーマを設定し、調査を行うものです。市政の各分野における課題の解
決に向けて調査を行い、市長等の執行機関に対して具体的な政策・施策を積極的に提案するものです。
　※地方自治法第109条第2項に、「常任委員会は、その部門に属する当該普通地方公共団体の
事務に関する調査を行い、議案、請願等を審査する」と規定されています。

協働のまちづくりについて

　7月19日に協働まちづくりモデル地区のひころいち
町まちづくり推進委員会と意見交換を行い、日頃市地
区の協働のまちづくりの現状や課題について議論を深
めました。７月29日には吉浜地区公民館、８月19日
は盛地区公民館と赤崎地区公民館に出向き、館長らか
らまちづくりの進捗状況や地区住民の協働まちづくり
に関する認識などを伺いながら、それぞれ意見交換を
行いました。８月26日には、紫波町のNPO法人いわ
て地域づくり支援センターを訪問し、同センター常務
理事の若菜千穂氏と住民自治のあり方について意見を
交わしました。同氏はひころいち町まちづくり推進委
員会の発足にも関わり、全国的な他市町村の活動事例

をもとに協働まちづくりの当市の現状について議論
を深めました。
　今後は、これまでに見えてきた具体的課題を整理し、
市への提言にまとめられるよう議論を深めていきます。

　6月1日、22日、29日と７月22日に所管事務調査
の内容について委員会内で協議し、学校教育関係の課
題として「部活動の地域移行について」、福祉関係の
課題として「妊娠期から子育て期までの子ども・子育
て支援の拡充・拡大について」の２つをテーマにして
取り組むことにしました。
　８月10日に当局と意見交換を行い、「第2期大船渡
市子ども・子育て支援事業計画」の全容や当市で取り
組んでいる子育て支援の状況と現状の課題について把
握しました。
　今後は、それぞれのテーマに関係した活動をしてい

る市内の団体等と意見交換を行い、当市の抱える課題
や問題点を把握し、提言に繋げていきます。

　産業振興と交流人口の拡大をテーマに、７月19日
と８月９日、29日に委員会を開催し、今後の具体的
な所管事務調査内容等を協議しました。その中で、市
内の地域経済の状況把握として、水産業の課題とその
対策や、復興需要の収束による建設業関係の現状と課
題、新型コロナウイルス感染症拡大の長期化における
観光への取組や支援などについて、各関係団体や関係
者との意見交換が必要と確認しました。
　今後の進め方として、まずは市内の経済状況や具体
的な交流・関係人口を含めた観光への取組状況につい
て、当局からのヒアリングを行った中で、関係する各

団体と意見交換を行いながら、具体的な課題について
提言を行っていきます。

総務常任委員会

部活動の地域移行について
妊娠期から子育て期までの子ども・子育て支援の拡充・拡大について教育福祉常任委員会

産業振興と交流人口の拡大について産業建設常任委員会
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昭
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編
集
委
員
会

議会：主な活動日誌議会：主な活動日誌

大船渡市議会からの
お 知 ら せ

12月16日㈮　第４回定例会（初日）
12月21日㈬　　　　〃　　（一般質問）
12月22日㈭　　　　〃　　（一般質問）
12月23日㈮　　　　〃　　（一般質問）
12月27日㈫　第４回定例会（最終日）

令和４年第４回定例会の日程（予定）
第４回定例会の開催日程をお知らせします。
皆様の傍聴をお待ちしております。
なお、日程は変更される場合があります。

22日
25日
29日
２日
５日
６日
８日
９日
10日
18日
19日
25日
26日
29日
２日
６日
９日
13日
14日
15日
16日
21日
22日
27日
28日
４日
13日

７月

10月

８月

９月

教育福祉常任委員会、月例会議
大船渡地区消防組合議会第２回臨時会
総務常任委員会、会派代表者会
全員協議会
総務常任委員会
三陸・大船渡夏まつり（市民道中踊り）
気仙地区議会国際リニアコライダー誘致推進議員連盟総会、気仙地区議会議員協議会総会・研修会
産業建設常任委員会
教育福祉常任委員会
議会運営委員会
総務常任委員会、会派代表者会
月例会議
総務常任委員会
産業建設常任委員会
会派代表者会
議会運営委員会
第３回定例会（初日）、教育福祉常任委員会
教育福祉常任委員会
第３回定例会（一般質問）
第３回定例会（一般質問）
総務常任委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
第３回定例会（最終日）、月例会議
議会運営委員会
市政調査会役員会
大船渡市市制施行70周年記念式典

編 集 後 記
　9月定例会を終えて、四季の移ろい、肌寒さを感じる季節となりました。
　新型コロナウイルス感染症やロシアによるウクライナ侵略の影響等により
物価が高騰して、ガソリン、食料品、日用品等あらゆるものが値上げされて
います。
　復興後の先のまちづくりを見据えてきたものの、社会情勢がめまぐるしく
変化してきており、将来を見通すのは難しいようです。私たちは、これから
も市議会での審議内容や議会活動をしっかりと市民の皆さまにお伝えする紙
面を目指し、努力してまいります。


